
二二J乏委函励､〃リ

古
代
の
古
野
（
こ
の
項
は
県
埋
蔵
文
化
財
セ

古
野
台
地
は
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
ま

で
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
下
黒
野
遺
跡

（
大
学
付
近
一
帯
）
か
ら
縄
文
期
の
炉
跡

と
底
の
尖
っ
た
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

炉
は
人
頭
大
の
川
原
石
を
直
径
一
ｍ
の
花

弁
状
に
並
べ
て
い
る
。

平
成
六
、
七
、
八
年
に
小
学
校
前
か
ら
誓

古
野
の
歴
史
縄
文
か
ら
令
和
へ

－f参法置而〃'

小

野
三
郎

ひ
な

昭
和
一
二
十
年
代
（
一
九
六
○
）
の
古
野
は
戸
数
約
六
十
戸
の
部
ぴ
た
純
農
村

で
あ
っ
た
。
昭
和
の
終
わ
り
頃
（
一
九
九
○
）
か
ら
戸
建
て
の
家
と
ア
パ
ー
ト

が
増
え
始
め
た
。
令
和
の
今
で
は
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
個
性
的
な
家
々
と
ア

パ
ー
ト
群
が
出
現
し
た
。
古
野
地
区
は
の
ど
か
な
農
村
か
ら
明
る
く
便
利
な
住

宅
街
に
変
貌
し
た
。

古
野
の
歴
史
は
古
い
。
鎌
倉
時
代
の
豊
後
国
図
田
帳
（
一
二
八
五
年
）
に
古

原
、
東
行
、
海
老
毛
が
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
黒
野
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
明

治
八
年
の
合
併
で
古
原
の
古
と
黒
野
の
野
を
取
っ
て
「
古
野
」
に
な
っ
た
。

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
古
野
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
古
野
の
過
去

を
知
り
た
く
な
る
。
歴
史
か
ら
今
の
古
野
の
理
解
を
深
め
、
今
後
の
古
野
の
在

り
方
の
手
掛
か
り
を
探
り
た
い
。

古
代
の
古
野
（
こ
の
項
は
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
報
告
書
第
七
十
五
集
に
よ
る
）

限
ら
れ
た
場
所
の
調
査
で
あ
っ
た
が
多
量
の
貴
重
な
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。

縄文期の炉跡・挟間町誌

岸
寺
北
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
（
遺
跡
資
料
末
尾
）

竪
穴
式
住
居
跡
が
石
風
呂
遺
跡
か
ら
六
基
、
北
屋
敷
遺
跡
か
ら
七
基
発
見
さ
れ

た
。
小
学
校
遺
跡
か
ら
は
八
基
の
竪
穴
式
と
一
基
の
丸
型
住
居
跡
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
中
世
の
方
型
建
物
跡
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石
風
呂
遺
跡
と

小
学
校
遺
跡
か
ら
小
児
の
謹
棺
が
出
土
し
て
い
る
。
他
に
も
弥
生
後
期
か
ら
古

墳
時
代
の
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。

や
じ
り

と
う
す

小
学
校
遺
跡
か
ら
鉄
の
鑑
、
鉄
斧
、
刀
子
（
小
刀
）
な
ど
狩
猟
用
や
加
工
用

の
鉄
製
品
が
出
て
い
る
。
定
住
生
活
に
な
っ
て
も
狩
猟
生
活
を
続
け
て
い
た
のす

り

で
あ
る
。
鉄
製
具
は
近
隣
集
落
と
の
争
い
時
に
使
わ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
磨

い
し石

、
叩
き
石
、
石
皿
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
ド
ン
グ
リ
、
ク
ル
ミ
な

ど
の
堅
果
類
を
採
集
し
て
食
糧
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
製
塩

や
じ
り

土
器
や
姫
島
の
黒
曜
石
の
鑑
も
出
土
し
て
い
る
。
海
岸
部
と
交
流
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
小
学
校
遺
跡
と
石
風
呂
遺
跡
か
ら
摘
鎌
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

弥
生
後
期
（
紀
元
一
○
○
年
頃
）
に
、
住
居
が
爆
発
的
に
増
え
て
い
る
。
家

が
増
え
た
こ
と
は
人
口
が
増
え
た
こ
と
で
あ
り
、
人
口
を
支
え
る
食
糧
が
安
定

し
て
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
爆
発
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の

は
何
か
。
お
そ
ら
く
当
時
の
最
先
端
の
鉄
の
道
具
の
導
入
と
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍

で
あ
ろ
う
。
か
れ
ら
は
低
湿
地
を
開
発
し
て
稲
作
を
始
め
た
で
あ
ろ
う
が
黒
野

も
と

の
低
湿
地
は
狭
い
。
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
鉄
の
道
具
を
使
っ
て
台
地
を
開
発
し
、

雑
穀
栽
培
で
食
糧
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。

狩
猟
・
採
集
生
活
に
加
え
耕
地
の
広
が
り
と
栽
培
農
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
人
口
の
増
加
を
支
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
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幅
は
十
二
ｍ
あ
っ
た
が
、
政
権
の
衰
え
と
と
も
に
狭
く
な
り
平
安
の
頃
は
六
ｍ

に
な
っ
た
。
こ
の
道
は
官
道
で
情
報
の
収
集
や
令
の
伝
達
、
役
人
の
通
行
や
貢

納
物
の
運
搬
に
使
わ
れ
、
一
般
の
人
は
こ
の
道
は
通
行
で
き
ず
他
の
道
を
利
用

し
た
。

道
の
沿
線
地
域
は
朝
鮮
出
陣
の
兵
姑
基
地
に
な
り
、
軍
隊
、
物
資
、
人
な
ど

が
こ
の
道
を
通
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
が
瀬
戸
内
を
下
り

大
分
か
ら
こ
の
道
を
通
っ
て
大
宰
府
へ
失
意
の
旅
を
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
蒙

古
襲
来
の
と
き
は
狭
間
武
士
団
が
こ
の
道
を
通
っ
て
博
多
へ
向
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
古
代
の
黒
野
も
国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
挟

間
史
談
会
誌
二
号
・
坂
本
）

か
ね
よ
し

懐
良
親
王
の
侵
入

道
が
通
じ
る
と
よ
い
こ
と
も
あ
る
が
都
合
の
悪
い
こ
と
も
あ
る
。
南
北
朝
時

か
ね
よ
し

代
、
西
九
州
に
下
っ
た
懐
良
親
王
（
後
醍
醐
天
白
垂
の
皇
子
）
の
軍
隊
が

一
三
五
五
年
西
海
道
東
路
の
日
田
、
玖
珠
を
通
り
大
友
氏
時
（
八
代
藩
主
）
を

降
し
豊
前
ま
で
攻
め
入
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
九
州
の
南
朝
方
は
勢
い
が
強
く

一
三
七
一
年
再
び
大
分
に
攻
め
入
り
高
崎
山
の
銭
瓶
峠
一
帯
で
大
友
軍
と
半
年

間
、
百
余
度
の
戦
い
を
し
て
い
る
。

再
び
姿
を
現
す
の
は
一
五
世
紀
』

古
代
の
高
速
道
路

一
三
○
○
年
前
、
強
い
豪
族

が
他
の
豪
族
を
統
合
し
、
国
の

わ

名
を
倭
国
か
ら
日
本
国
に
改
め
、

お
お
き
み

有
力
な
豪
族
の
大
王
が
天
皇
に

な
っ
た
。
天
皇
と
日
本
国
の
始

ま
り
で
あ
る
。
国
が
整
っ
て
く

る
と
や
ま
と
政
権
は
全
国
に
道

小
学
校
遺
跡
は
東
西
五
○
○
ｍ
南
北
七
○
～
一
五
○
ｍ
の
大
規
模
集
落
で

あ
っ
た
。
北
屋
敷
遺
跡
の
遺
物
は
小
学
校
遺
跡
の
遺
物
よ
り
新
し
い
。
こ
れ
は

小
学
校
集
落
が
西
の
方
へ
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
屋
敷
遺
跡
の
南
側
台

地
に
大
き
な
集
落
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
弥
生
後
期
か
ら
古
墳
前
期
の
約
三
○
○
年
間
の
遺
物
が
多

数
出
土
し
た
が
不
思
議
な
こ
と
に
そ
の
後
台
地
上
か
ら
生
活
痕
が
消
え
て
い
る
。

再
び
姿
を
現
す
の
は
一
五
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

い
〃
、
さ

半
年
間
戦
が
続
け
ば
付
近
の
村
や
黒

野
村
や
古
原
村
は
食
糧
の
略
奪
や
人

足
を
徴
発
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

三
角
畠
の
乱
（
伝
承
）

大
友
家
が
勢
力
拡
大
を
続
け
て
い

た
と
き
の
話
で
あ
る
。

うぞ

陶 醍、
難大Wll

か＝

西海道東路・道路の日本史

路
網
を
整
え
た
。
大
分
と
大
宰
府
を
結
ぶ
西
海
道
東
路
は
古
野
を
通
っ
て
い
た
。

賀
来
ｌ
東
院
ｌ
古
野
Ｉ
朴
木
に
抜
け
る
旧
道
（
六
○
一
号
線
）
が
一
三
○
○
年

前
の
西
海
道
東
路
と
重
な
る
。
こ
の
道
は
十
六
ｋ
ｍ
ご
と
に
駅
を
設
け
伝
令
が

乗
り
代
え
る
替
え
馬
を
置
い
て
い
た
。
駅
は
由
布
院
、
玖
珠
に
あ
っ
た
。

く
だ
ら

し
ら
ぎ

六
六
一
二
年
百
済
支
援
の
日
本
の
大
軍
は
朝
鮮
の
白
村
江
で
唐
・
新
羅
軍
に
敗

れ
る
。
朝
鮮
半
島
は
し
ば
ら
く
激
動
が
続
く
。
日
本
は
外
国
の
侵
入
に
備
え

さ
き
も
り

防
人
を
拡
充
す
る
な
ど
国
内
は
緊
張
す
る
。

こ
の
道
は
早
馬
の
通
行
や
有
事
の
際
の
軍
隊
の
移
動
を
想
定
し
て
当
初
の
道
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た
。
そ
の
年
肥
後
の
住
民
は
飢
鯉
と
労
苦
に
悩
ま
さ
れ
己
が
身
を
養
う
こ
と
す

ら
お
ぼ
つ
か
な
い
状
態
に
あ
っ
た
か
ら
買
い
取
っ
た
連
中
ま
で
養
え
る
わ
け
が

な
く
、
彼
ら
を
ま
る
で
家
畜
の
よ
う
に
島
原
に
つ
れ
て
行
っ
て
売
り
渡
し
た
。

敵
は
臼
杵
地
方
か
ら
だ
け
で
も
婦
女
子
を
含
め
て
三
○
○
○
の
捕
虜
を
連
行
し

た
ら
し
い
。
豊
後
内
で
は
敵
が
荒
ら
し
ま
く
っ
て
お
り
、
全
て
が
焼
き
払
わ
れ

婦
女
子
の
大
群
が
各
地
か
ら
捕
虜
と
な
っ
て
位
致
さ
れ
て
い
く
の
を
毎
日
耳
に

し
た
。
民
衆
は
泣
致
さ
れ
奴
隷
と
さ
れ
最
後
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
な
ど
に
乗
せ
ら

れ
外
国
に
売
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
人
身
売
買
が
交
易
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。
専
門
の
仲
買
人
が
お
り
、

相
場
も
あ
り
、
マ
カ
オ
、
マ
ニ
ラ
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ゴ
ァ
に
至
る
販
売
ル
ー
ト
が

あ
っ
た
。い

ぐ
さ

負
け
戦
に
な
っ
た
村
々
は
再
起
不
能
な
ま
で
に
荒
ら
さ
れ
る
の
が
戦
国
時
代

の
常
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
妙
蓮
寺
や
龍
祥
寺
が
焼
か
れ
て
い
る
。
黒
野
も
古

原
も
践
鯛
さ
れ
連
れ
去
ら
れ
た
人
が
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

島
津
軍
と
戦
っ
た
鎮
秀
は
天
正
十
六
年
九
月
、
な
ぜ
か
藩
主
・
義
統
の
命
に

よ
り
由
布
院
で
訣
殺
さ
れ
る
。

秀
吉
は
九
州
の
戦
い
が
終
わ
っ
た
直
後
「
人
身
売
買
禁
止
令
」
を
出
し
て
い

る
。田

畑
売
買
証
文

江
戸
時
代
に
な
る
と
公
儀
・
領
主
の
定
め
る
法
度
と
村
の
淀
を
守
っ
て
暮
ら

せ
ば
命
を
奪
わ
れ
る
心
配
は
な
く
な
っ
た
。
世
の
中
が
平
和
に
な
る
と
一
六
○

○
年
後
半
か
ら
全
国
的
に
新
田
の
開
発
が
す
す
み
耕
地
は
約
一
・
四
倍
に
増
え

た
。
人
口
も
激
増
し
、
物
の
動
き
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
農
業
が
進
ん
で
く
る
と

４

藩
主
の
取
り
合
い
の
内
輪
も
め
で
一
族
の
勢
力
が
弱
る
の
を
避
け
る
た
め
大

友
家
は
藩
主
を
交
代
で
出
す
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

ち
か
つ
ぐ

第
十
一
代
藩
主
親
著
は
藩
の
約
束
で
嫡
男
・
孝
親
を
後
継
者
に
指
名
で
き
な

か
っ
た
。
孝
親
は
こ
の
措
置
を
恨
ん
で
父
・
親
著
に
乱
を
起
こ
し
た
が
失
敗
し

て
自
害
す
る
。
そ
の
地
が
黒
野
の
三
角
畠
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
応
永
一
一
一
十
二

年
九
月
十
三
日
・
一
四
二
五
年
）
乱
の
背
景
に
は
い
ろ
い
ろ
な
思
惑
が
絡
ん
で

い
た
。
孝
親
の
敗
死
し
た
場
所
に
つ
い
て
複
数
説
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
古
野

の
三
角
畠
で
あ
る
が
場
所
は
特
定
で
き
な
い
。
「
サ
カ
エ
ガ
ラ
ス
」
南
側
の
田

の
隅
に
孝
親
に
関
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
塔
の
一
部
が
あ
る
。

島
津
軍
の
侵
攻

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
大
友
軍
は
南
か
ら
豊
後
に
攻
め
込
ん
で
き
た
島

津
軍
に
戸
次
河
原
で
大
敗
し
、
大
分
の
町
は
焼
き
尽
く
さ
れ
る
。
藩
主
・
義
統

は
高
崎
山
城
に
退
く
。
義
統
は
狭
間
領
主
・
狭
間
鎮
秀
に
島
津
軍
を
食
い
止
め

る
よ
う
命
じ
、
自
分
は
高
崎
城
か
ら
宇
佐
の
龍
王
城
に
逃
れ
る
。
こ
の
時
、
大

分
に
は
島
津
家
久
軍
が
留
ま
り
庄
内
に
島
津
義
弘
軍
が
い
た
。
大
分
と
庄
内
の

あ
た

中
ほ
ど
に
位
置
す
る
黒
野
辺
り
は
島
津
軍
行
動
の
道
筋
に
あ
た
り
激
し
い
戦
場

に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
鎮
秀
は
庄
内
の
権
現
岳
に
こ
も
り
四
百
の
兵
で
四
千
の

島
津
軍
と
戦
う
。
の
ち
、
和
睦
し
て
島
津
兵
十
人
と
庄
次
郎
を
人
質
交
換
し
人

質
十
人
を
龍
祥
寺
に
囲
う
。
宗
麟
の
命
で
十
人
を
処
刑
す
る
。

秀
吉
が
九
州
に
入
る
と
島
津
軍
は
撤
退
を
始
め
る
。
鎮
秀
は
撤
退
す
る
島
津

軍
を
追
っ
て
九
首
を
挙
げ
義
統
に
送
る
。

宣
教
師
フ
ロ
イ
ス
の
日
本
史
よ
り
（
大
分
県
の
歴
史
・
豊
田
寛
三
・
他
）

薩
摩
軍
が
豊
後
で
捕
虜
に
し
た
人
々
は
肥
後
ノ
国
に
連
行
さ
れ
て
売
却
さ
れ



、

富
め
る
百
姓
と
貧
し
い
百
姓
が
出
現
し
村
の
構
成
が
変
わ
り
始
め
る
。
黒
野
村

も
例
外
で
は
な
い
。
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
○
）

ま
で
一
五
○
年
間
の
黒
野
の
田
畑
質
入
・
売
買
証
文
が
四
十
四
通
あ
る
。
（
後

前
出
の
証
文
は
四
十
四
通
の
中
の
一
通
で
、
三
○
○
年
季
の
質
入
れ
証
文
で

あ
る
。
土
地
は
黒
野
に
あ
る
が
所
有
者
は
野
田
村
の
利
吉
で
あ
る
。
質
入
れ
し

た
天
保
四
年
は
大
飢
鐘
の
二
年
目
で
あ
る
。
利
吉
は
家
族
を
守
る
た
め
先
祖
か

ら
受
け
継
い
だ
土
地
も
手
放
な
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

土
地
を
質
入
れ
し
た
農
民
は
小
作
農
に
な
る
。
小
作
農
は
小
作
料
と
年
貢
の

き
び
し
い
一
一
重
の
負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
作
農
は
余
力
に
乏
し
く

黒野村の土地移動（挟間町画

百
年
ニ
亮
渡
シ
申
田
地
之
事

黒
野
村

藤
家
文
書
）

田
地
壱
畝
半
高
壱
斗
五
升

た
Ｌ
か

＃
す

右
之
代
銀
札
五
拾
文
銭
五
百
六
拾
目
、
健
一
一
受
取
田
地
相
渡
シ
申

と
こ
ろ
じ
つ
０
》
ぶ
う

み

処
実
正
也
、
年
季
之
儀
ハ
辰
之
暮
よ
り
一
一
一
百
年
二
当
巳
相
渡
シ
、

む
２
６
べ
く

年
季
の
内
ハ
御
年
貢
役
地
銭
何
二
て
も
其
元
よ
り
可
〉
被
〉
成
候
、

ひ
と
こ
と
く
：
”
↑
ず
ま
じ
く
ご
じ
っ
の
迄
働
聖
っ
て
く
麓
ん
の
ご
ど
し

右
此
之
田
地
ニ
付
一
言
口
懸
申
間
敷
、
為
後
日
価
而
如
件

天
保
四
年
壬
辰
十
二
月

売
主
の
だ
利
吉
印

受
人
重
右
衛
門
④

組
合
儀
兵
衛
印

口
入
ク
ロ
ノ
両
吉

（
後
藤
家
文
書
）

５

小
右
衛
門
殿

些
細
な
き
っ
か
け
で
年
貢
が
払
え
な
く
な
る
。
年
貢
の
滞
納
が
あ
る
と
村
請
制

で
滞
納
分
は
村
人
の
負
担
に
な
る
。
小
作
農
が
増
え
れ
ば
滞
納
の
リ
ス
ク
は
大

き
く
な
る
。

江
戸
期
、
田
畑
の
質
入
に
つ
い
て
、
時
代
、
地
域
に
違
い
は
あ
る
が
「
無
年

期
的
請
戻
し
」
の
慣
行
が
あ
っ
た
。
質
入
れ
し
た
土
地
を
相
手
に
渡
し
た
場
合
、

何
年
経
っ
て
い
て
も
利
息
な
し
の
元
金
で
請
け
戻
し
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、

質
取
り
主
は
請
け
戻
し
の
際
素
直
に
戻
さ
ず
村
人
の
圧
力
を
受
け
て
し
ぶ
し
ぶ

請
け
戻
し
に
応
じ
て
い
た
。
村
人
が
土
地
と
村
を
守
る
慣
行
で
あ
る
。

質
入
証
文
に
よ
る
と
土
地
は
小
右
衛
門
に
渡
し
、
年
貢
や
そ
の
土
地
に
か
か

る
経
費
（
井
路
費
等
）
は
小
右
衛
門
の
負
担
と
明
記
し
て
い
る
。
後
年
、
請
け

戻
し
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
証
文
の
三
○
○
年
年
季
は
請

戻
し
を
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
受
人
（
請
人
）
重
右
衛
門
は
証
人

で
あ
る
。
組
合
儀
兵
衛
は
小
右
衛
門
と
五
人
組
で
、
万
一
小
右
衛
門
が
年
貢
等

払
え
な
い
場
合
は
五
人
組
と
し
て
責
任
を
負
う
と
い
う
署
名
で
あ
る
。
質
入
金

く
に
ゅ
う

額
や
今
後
の
事
ま
で
話
を
ま
と
め
た
の
が
口
入
・
ク
ロ
ノ
両
吉
で
あ
る
。
口
入

の
世
話
は
村
人
の
融
和
や
ま
と
ま
り
に
役
立
っ
て
い
た
。
口
入
の
署
名
は
役
割

へ
の
自
負
と
責
任
を
表
し
て
い
る
。

一
七
○
○
年
代
後
半
に
な
る
と
質
入
・
売
買
証
文
に
口
入
や
不
動
産
屋
ら
し

い
人
物
が
登
場
す
る
。
土
地
の
移
動
が
激
し
く
な
り
村
の
構
成
が
変
わ
り
始
め

て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
維
新
の
約
一
○
○
年
前
で
あ
る
。

江
戸
時
代
は
金
・
銀
・
銅
が
通
貨
の
基
本
で
あ
っ
た
。
平
和
が
続
き
経
済
が

盛
ん
に
な
る
と
藩
財
政
の
都
合
と
小
額
通
貨
の
不
足
で
藩
札
や
大
商
店
の
私
札

が
発
行
さ
れ
た
。
利
吉
は
府
内
藩
の
銀
一
匁
が
銭
五
○
文
の
相
場
で
銀
五
六
○

証文 善六 権兵衛 文右衛門

開始年 1693より 1739より 1797より 1798より

期間 1釦年間 154科爾 84判詞 50年間

件数 “通 ４回 4回 13件

面積 －８衝”歩 認反6廟 十2反４畝



八
四
）
か
ら
八
年
の
間
に
三
十
石
を
借
り
て
い
る
。

半
分
は
返
済
免
除
で
残
り
の
十
五
石
は
八
年
目
か
ら
十
五
年
間
の
返
済
で
あ
る
。

返
済
で
き
た
と
は
思
え
な
い
。

庄
屋
の
首
藤
家
で
は
現
金
収
入
を
図
る
た
め
一
八
一
○
年
か
ら
換
金
作
物
の

「
い
ち
ぴ
」
や
「
七
嶋
」
「
木
綿
」
を
作
り
始
め
て
い
る
。

草
肥
農
業

か
ふ
す
ま

江
戸
時
代
、
農
作
物
を
毎
年
続
け
て
育
て
る
地
力
は
金
肥
（
干
鰯
・
敵
）
で

は
な
く
自
給
肥
料
で
あ
っ
た
。
金
肥
は
量
が
少
な
く
高
価
で
あ
っ
た
。
自
給
肥

料
の
主
な
も
の
は
人
糞
尿
、
厩
肥
、
山
野
の
草
木
の
刈
敷
で
あ
る
。
草
肥
農
業

は
牛
馬
の
餌
や
敷
き
草
、
刈
敷
に
す
る
草
や
葉
が
大
量
に
要
る
た
め
広
い
野
山

を
必
要
と
し
た
。

銭
瓶
石
騒
動
（
採
草
地
取
得
の
争
い
）

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
別
府
の
赤
松
村
が
高
崎
山
の
入
会
権
を
巡
り
七

年貢の負担(挟間町函

６

時
、
年
貢
の
納
入
は
村
の
責
任
（
村
請
制
）
で

あ
っ
た
。
未
納
者
が
あ
る
と
五
人
組
の
責
任
に
な

る
。
五
人
組
は
相
互
扶
助
の
仕
組
み
で
あ
る
が
共

同
責
任
と
互
い
を
監
視
す
る
は
た
ら
き
も
し
て
い

た
。
年
貢
は
年
が
経
つ
に
つ
れ
て
重
く
な
り
幕
末

に
は
七
割
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
収
入
の

手
立
て
が
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
。
茶
、
柿
、

綿
な
ど
で
収
入
を
図
っ
て
い
る
が
暮
ら
し
は
厳
し

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

東
行
村
は
天
明
大
飢
謹
の
翌
年
の
四
年
（
一
七

匁
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
現
代
の
価
格
に
す
る
と
一
畝
半
で
約
六
十
五
万
円
、

一
反
で
約
四
百
二
十
六
万
円
に
な
る
。
（
資
料
三
・
末
尾
）

ぬ
き
ち

抜
地
の
質
入
れ
証
文
が
一
通
あ
る
。
（
資
料
四
・
末
尾
）
抜
地
と
は
質
入

れ
の
際
、
質
入
地
以
外
の
土
地
を
証
文
に
記
載
せ
ず
に
相
手
に
譲
り
渡
す
土
地

の
こ
と
で
あ
る
。
証
文
に
記
載
が
な
い
か
ら
請
戻
し
は
で
き
な
い
。
永
代
売
り

と
同
じ
で
あ
る
。
上
層
農
民
は
質
入
れ
に
便
乗
し
て
永
代
売
買
禁
止
令
を
逃
れ

る
手
法
で
土
地
を
集
積
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

野
田
、
下
市
、
宮
苑
、
来
鉢
の
証
文
が
十
一
通
あ
る
。
黒
野
に
あ
っ
た
隣
村

の
土
地
は
質
入
・
売
買
さ
れ
て
次
第
に
黒
野
村
の
人
の
所
有
に
な
っ
た
。

上
市
村
で
は
一
六
五
四
年
、
村
民
七
十
三
人
の
村
に
近
隣
か
ら
の
入
作
者
が

四
十
四
人
い
た
が
一
五
○
年
後
に
は
入
作
者
は
十
人
に
減
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
六
五
○
年
代
十
石
以
上
の
石
高
者
は
二
人
で
あ
っ
た
が
一
五
○
年
後
に
は
十

石
以
上
は
九
人
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
は
入
作
者
の
田
地
や
村
内
の
田

畑
を
取
得
し
て
上
層
農
民
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
一
人
は
三
十
三
石
の

持
高
に
な
っ
て
い
る
。
村
民
の
十
二
％
、
九
人
の
上
層
農
民
が
村
高
の
四
十

三
％
、
百
四
五
石
を
生
産
し
て
い
る
。

田
畑
を
売
り
渡
し
た
百
姓
は
小
作
百
姓
や
日
雇
等
他
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
地
主
・
小
作
の
上
下
関
係
は
明
治
維
新
で
も
変
ら
ず
戦
後
昭
和
二
十

二
年
（
一
九
四
七
）
の
農
地
改
革
ま
で
続
く
。

年
貢
の
負
担

田
の
年
貢
は
玄
米
で
、
畑
の
年
貢
は
大
豆
で
納
め
て
い
た
。
幕
末
に
な
る
と

米
の
取
れ
高
は
増
え
て
い
る
。
一
七
○
○
年
以
降
は
黒
野
井
路
の
通
水
や
土
木

技
術
の
進
歩
で
畑
を
田
に
変
え
、
新
田
を
開
発
し
て
耕
地
を
拡
げ
て
い
る
。
当

万治元年

1658

古原 黒野

安政２年

1855

古原・黒野

取れ高 3２ 133 219

年貢高 1３ 6１ 155

内大豆 ８ 3６ 2６

年貢率 0J4２ 046 0.7



蔵
司
村
等
と
大
き
な
騒
動
を
起
こ
す
。
裁
判
の
結
果
小
さ
な
赤
松
村
か
ら
八
人

が
伊
豆
大
島
へ
流
さ
れ
る
。
八
人
は
三
つ
の
島
に
分
け
ら
れ
そ
の
地
で
生
涯
を

終
え
る
。
争
い
の
関
係
村
か
ら
百
余
名
が
往
路
に
四
十
五
日
か
け
て
裁
判
に
出

向
き
、
一
一
ヶ
月
余
り
江
戸
に
滞
在
し
て
い
る
。
莫
大
な
裁
判
諸
経
費
の
返
済
と

八
人
の
遺
族
の
生
活
保
障
に
何
年
も
苦
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

赤
松
村
が
生
き
る
に
は
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
草
肥
農
業
に
高
崎
山
の
採

草
地
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
挟
間
史
談
会
誌
六
号
・
二
宮
）

「
惣
中
法
度
の
事
」
（
近
江
国
三
津
屋
村
・
寛
文
二
年
・
一
六
六
二
）

○
柴
木
集
め
で
も
日
が
暮
れ
て
か
ら
取
り
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。
や
む
を
得
ず

た
い
ま
つ
と
も

行
う
と
き
は
松
明
を
灯
し
て
行
く
よ
う
に
。

○
二
月
一
日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の
間
は
葉
の
掻
き
集
め
を
し
て
は
い
け
な

い
。
も
し
、
盗
み
掻
き
を
し
た
場
合
は
米
五
升
の
罰
と
す
る
。

○
田
の
畦
や
池
の
周
り
な
ど
の
草
を
刈
っ
て
は
い
け
な
い
。
も
し
違
反
し
た
場

合
は
子
供
で
あ
っ
て
も
米
五
升
の
罰
と
す
る
。

○
牛
馬
に
田
畑
の
作
物
を
食
べ
さ
せ
た
時
は
米
五
升
を
地
主
に
払
う
こ
と
。
多

量
に
食
べ
さ
せ
た
場
合
は
そ
れ
相
応
の
額
を
弁
償
す
る
こ
と
。

近
世
の
村
で
は
林
野
資
源
や
生
産
物
に
対
す
る
盗
み
は
村
徒
の
重
要
な
部
分

で
あ
っ
た
。
採
草
地
は
野
焼
き
や
放
牧
な
ど
維
持
管
理
を
怠
る
と
雑
木
が
伸
び

て
利
用
で
き
な
く
な
る
。
黒
野
の
採
草
地
や
薪
用
の
山
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
近
隣
の
村
と
共
同
の
採
草
地
で
あ
れ
ば
争
い
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。

主
中
川
久
忠
の
臨
戦
態
勢
の
一
行
五
○
○
○
人
が
こ
の
道
を
通
っ
て
中
津
に
向

か
っ
て
い
る
。
一
行
は
竹
田
を
一
月
十
二
日
出
発
し
、
今
市
で
一
泊
、
同
尻
で

昼
食
を
摂
り
黒
野
を
通
っ
て
い
る
。
復
路
も
こ
の
道
を
帰
っ
て
い
る
。

黒
野
井
路

「
毎
年
苗
代
成
り
難
く
迷
惑
仕
り
候
」
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
（
後
藤
家

文
書
）
。
古
原
・
黒
野
が
正
保
郷
帳
（
一
六
四
四
）
に
日
損
所
（
早
害
常
襲
村
）

と
し
て
記
録
に
あ
る
。
ま
た
、
畑
の
多
い
欄
に
黒
野
の
名
が
あ
る
。

井
路
の
建
設
は
難
事
業
で
あ
る
。
責
任
者
は
世
論
の
ま
と
め
、
煩
雑
な
許
認

可
、
臼
杵
藩
と
の
協
議
、
資
金
・
物
資
の
調
達
・
手
配
、
難
工
事
の
克
服
等
々

い
の
ち
を
削
る
心
労
を
重
ね
た
で
あ
ろ
う
。

山
の
中
を
流
れ
る
井
路
の
水
は
冷
た
い
。
ト
ン
ネ
ル
内
の
水
は
格
別
冷
た
い
。

掘
る
人
々
は
菜
種
油
の
灯
で
場
所
に
よ
っ
て
は
腰
ま
で
冷
水
に
浸
か
り
な
が
ら

は
し

ざ
る

中
腰
で
鶴
噴
を
使
っ
た
。
土
砂
を
入
れ
た
旅
を
中
腰
か
、
這
っ
て
引
き
ず
り

ま
ぷ

「
間
風
」
か
ら
外
に
放
り
出
す
。
現
在
で
も
ト
ン
ネ
ル
内
の
土
砂
さ
ら
え
は
全

で
あ
っ
た
。
役
人
は
こ
の
道
を

通
り
赤
野
で
休
憩
、
或
い
は
一

泊
し
て
い
た
。
も
う
一
本
の
重

要
な
道
は
同
尻
か
ら
妙
蓮
寺
角

で
交
差
し
銭
瓶
峠
を
越
え
別
府

に
抜
け
る
南
北
の
道
で
あ
る
。

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
中
津

藩
主
小
笠
原
氏
が
改
易
に
な
っ

た
。
中
津
城
受
け
取
り
に
岡
藩

７

古野交差点

黒
野
は
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た

東
院
ｌ
黒
野
ｌ
赤
野
ｌ
由
布
院
に
抜
け
る
東
西
の
道
は
江
戸
時
代
重
要
な
道



な
っ
た
。

今
一
つ
は
御
所
大
明
神
伝
説
で
あ
る
。
社
伝
に
よ
る

う
や
ま

と
村
人
に
敬
わ
れ
た
鶴
清
麿
は
子
ど
も
を
守
る
神
と
習

合
し
て
御
所
大
明
神
と
な
り
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
神

ま
つ

と
し
て
記
ら
れ
た
と
あ
る
。
今
は
、
古
野
天
神
社
に
記

ら
れ
て
い
る
。

御
所
大
明
神
は
自
然
の
中
で
大
勢
の
子
ど
も
と
遊
ぶ

と

た
た

の
を
好
み
、
遊
び
を
止
め
ら
れ
る
と
そ
の
人
に
崇
っ
た

黒
野
井
路
は
文
化
遺
産
で
あ
る
。
潅
概
と
防
火
用
水
の
は
た
ら
き
の
黒
野
井

路
を
地
区
み
ん
な
で
大
切
に
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

神
社
の
合
併

江
戸
時
代
、
黒
野
に
二
社
、
古
原
に
一
社
の
神
社
が
あ
っ
た
。
各
神
社
棟
札

が
残
さ
れ
て
い
る
。
棟
札
に
大
間
の
天
満
大
自
在
天
神
社
（
菅
原
道
真
）
は

一
六
七
六
年
、
堀
古
森
の
御
所
大
明
神
（
鶴
清
麿
）
が
一
七
一
四
年
、
古
原
の

天
神
宮
（
菅
原
道
真
）
が
一
七
五
一
年
の
年
号
が
あ
る
。
創
建
は
こ
れ
以
前
で

棟
札
は
建
て
替
え
か
大
修
理
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
社
は
明
治
二
十
年
合
併
し
て
古
野
天
神
社
と
な
っ
た
。
氏
子
は
八
十
戸
。

明
治
三
十
三
年
社
殿
再
建
、
昭
和
四
十
一
年
社
殿
改
修
を
し
て
い
る
。

８

古野井路

着工元禄13年正月１８日

（1700年）

４月１８日開通

日数８８日

延ぺ人夫20,846人

道具代３貫209匁２分１厘

油８斗７升６合８勺

長さ約７ｋｍ

（内岩場切貫2,2ｋｍ）

潅概面積６６町歩

経費返済４５石７升７合

８月迄利無銀納

ふるの歴史文化史

蕊

て
人
力
の
重
労
働
で
あ
る
。
三
○
○
年
前
こ
の
難
工
事
を
完
成
さ
せ
た
先
人
の

力
に
驚
き
と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

今
の
古
野
が
あ
る
の
は
黒
野
井
路
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
三
○
○
年
間

維
持
・
管
理
し
て
き
た
農
家
の
人
々
の
努
力
・
労
苦
を
心
に
留
め
た
い
。

雲調；



面積

江
戸
時
代
の
半
ば
に
な
る
と
寺
院
が
葬
祭
や
仏
事
の
諸
行
事
を
行
う
慣
習
が

定
着
す
る
。
寺
院
は
こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
村
人
と
の
繋
が
り
を
深
め
村
の
事

情
に
通
じ
た
。
幕
府
は
こ
の
よ
う
な
立
場
の
寺
院
に
キ
リ
シ
タ
ン
を
見
つ
け
さ

せ
た
。
隔
年
ま
た
は
六
年
に
一
度
全
住
民
を
対
象
に
し
て
、
役
人
の
前
で
マ
リ

ア
像
を
踏
ま
せ
た
。
寺
院
は
寺
印
を
押
し
て
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。

豊
後
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
か
っ
た
の
で
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
厳
し
い
処
刑
を

受
け
て
い
る
。
幕
府
は
制
度
を
さ
ら
に
進
め
人
口
調
査
を
す
る
よ
う
に
な
り

「
宗
門
人
別
改
」
に
な
っ
た
。
（
挟
間
史
談
会
誌
六
号
・
佐
藤
）

村
で
は
庄
屋
・
組
頭
・
百
姓
代
が
村
の
運
営
に
あ
た
り
、
く
ら
し
全
般
の
指

導
・
監
督
を
行
な
っ
た
。
市
役
所
と
警
察
と
裁
判
所
の
役
を
し
て
い
た
。
庄
屋

は
世
襲
が
多
か
っ
た
が
時
に
選
挙
で
選
ば
れ
た
。

神
社
は
村
人
が
寄
合
を
し
て
「
村
の
徒
」
や
く
ら
し
の
約
束
事
を
決
め
る
大

切
な
場
所
で
あ
っ
た
。
決
ま
り
を
守
ら
な
い
と
罰
が
課
せ
ら
れ
た
。
春
に
は
神

社
で
豊
作
を
祈
る
祭
り
を
し
、
秋
に
は
稔
に
感
謝
の
祭
り
を
村
を
挙
げ
て
祝
っ

た
。
村
人
は
神
社
を
通
し
て
繋
が
り
、
結
び
合
い
、
助
け
合
っ
て
く
ら
し
て
い

たた
◎◎

と
言
う
。

こ
れ
に
似
て
い
る
伝
説
が
岩
手
県
に
あ
る
。

「
神
体
仏
像
子
供
と
遊
ぶ
を
好
み
こ
れ
を
制
止
す
る
を

怒
り
た
も
う
」
（
遠
野
物
語
・
柳
田
国
男
・
岩
波
文
庫
Ｐ
鞭
）

※
古
野
は
畑
が
多
く
田
は
少
な
く
米
は
十
分
に
な
か
っ
た
。
村
人
は
雑
穀

や
小
麦
粉
を
工
夫
し
て
食
べ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

小
作
争
議

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
不
況
が
続
い
て
い
る
と
き
に
昭
和
九
年
由
布
川

地
区
は
未
曽
有
の
早
害
を
受
け
た
。
農
家
数
三
七
○
戸
の
う
ち
七
割
以
上
の
被

害
約
一
○
○
戸
、
三
割
～
六
割
の
被
害
約
一
五
○
戸
の
大
早
害
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
村
税
の
滞
納
が
多
く
諸
支
払
い
が
遅
れ
た
。
小
学
校
教
員
の
給
料

の
六
、
七
、
八
月
は
借
り
入
れ
で
支
給
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
年
前
後
、
由
布
川
村
、
石
城
川
村
、
狭
間
村
で
小
作
争
議
が
起
こ
っ

た
。
由
布
川
村
は
地
主
六
人
、
小
作
者
三
十
二
人
の
争
議
で
あ
っ
た
。
由
布
川

村
は
地
主
と
小
作
者
の
直
接
協
議
を
十
年
十
月
十
二
日
に
始
め
十
一
年
一
月

十
三
日
に
決
着
し
て
い
る
。
他
村
は
調
停
機
関
か
調
停
者
が
中
に
入
っ
て
協
議

農地買収売渡実績（由布川村・挟間町誌）

地 主数対価１段当

売渡戸数

１５２戸806.127円約７１３円

２８７戸835.203円約７３７円

１１３町

１１３町

他
村
は
調
停
機
関
か
調
停
者
が
中
に
入
っ
て
協
議

し
て
い
る
。

農
地
改
革

こ
の
改
革
は
日
本
社
会
の
中
に
残
る
封
建
的

要
素
を
除
き
経
済
の
民
主
化
を
進
め
る
た
め
地

主
・
小
作
人
関
係
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

○
不
在
地
主
か
ら
耕
作
者
へ
の
所
有
権
の
移
転

○
公
正
な
価
格
で
農
地
を
非
耕
作
者
か
ら
購
入

○
小
作
人
の
所
得
に
応
じ
た
支
払

○
不
在
地
主
の
全
耕
作
地
の
解
放

○
自
作
地
は
内
地
平
均
三
町
歩
以
内

○
農
地
は
直
接
国
が
買
収
し
、
小
作
人
に
年
賦

で
売
却

12.5％

９

自作地(232町)87.5％ 小作地

自作地（119町）44.9％ 小作地（146町）55.1％



昭
妬
（
一
九
五
○
）
農
地
改
革
完
了
自
作
農
地
は
妬
％
↓
師
％
へ

ゆ
い

昭
弱
（
一
九
八
○
）
農
業
機
械
普
及
結
作
業
（
交
換
的
協
同
）
消
滅

平
岨
（
二
○
○
○
）
農
家
数
減
少
住
宅
増
加

令
２
（
二
○
二
○
）
農
地
↓
宅
地
住
宅
激
増

○
小
作
料
の
金
納
化
、
最
高
小
作
料
の
制
限

右
の
方
針
の
も
と
に
た
だ
ち
に
農
地
委
員
会
が
設
置
さ
れ
昭
和
二
十
二
年
三

月
三
十
一
日
第
一
回
の
買
収
を
行
っ
た
。
二
年
間
で
買
収
が
終
わ
り
、
二
十
五

年
七
月
に
登
記
事
務
が
完
了
し
た
。

江
戸
時
代
以
来
続
い
た
農
村
の
地
主
・
小
作
の
上
下
関
係
が
解
消
し
新
し
い

自
作
農
民
が
増
え
農
村
の
社
会
構
成
が
新
し
く
な
っ
た
。

令
和
の
古
野

古
野
台
地
は
景
観
が
よ
く
水
害
の
な
い
居
住
に
優
れ
た
地
で
あ
る
。
令
和
三

年
の
古
野
の
戸
数
は
九
八
○
戸
（
ア
パ
ー
ト
五
一
二
、
戸
建
て
四
六
八
）
で
あ

る
。
新
築
中
と
新
築
予
定
を
合
わ
せ
て
約
七
十
戸
あ
る
。
住
宅
は
ま
だ
増
え
続

け
て
い
る
。
多
く
の
転
入
者
と
農
家
の
減
少
で
古
野
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

繋
が
れ
ば
大
き
な
力
に
な
り
、
新
し
い
文
化
が
生
圭

か
ら
人
々
が
暮
ら
し
続
け
た
な
が
い
歴
史
が
あ
る
。

今
、
古
野
に
は
職
業
、
価
値
観
、
生
き
が
い
等
〃

人
々
が
暮
ら
し
て
い
る
。
互
い
の
ち
が
い
を
尊
重
し
、

る
。

新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
る
。
古
野
は
縄
文
の
昔

生
き
が
い
等
々
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な

異
質
な
も
の
が
う
ま
く

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
古
野
を
時
代
に
相
応
し
い
地
域
に
し
て
次
世
代
に
送
り

継
ぐ
責
任
が
あ
る
。

参
考
図
書

大
分
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
七
十
五
集

挟
間
町
誌
、
挟
間
史
談
会
誌
、
ふ
る
の
歴
史
文
化
史

大
分
県
の
歴
史
、
村
百
姓
た
ち
の
近
世
、
日
本
の
農
村

道
路
の
日
本
史
、
江
戸
の
家
計
簿
、
百
姓
た
ち
の
幕
末
維
新

１０
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江戸期の通貨と質入価格

江戸初期（慶長１４年。１６０９年）

金１両＝銀５０匁＝４０００文（ビタ銭）

建築技術職１日１匁15000円とすると

江戸中期（延享５年。１７４８年）

金１ 両 ＝ 銀 ６ ０ 匁 ＝ 銭 ４ ０ ００文

銀１匁＝３３００円とすると

１両＝=ユ.５万円×５０匁=７５万円

1両ノー;i３３００円×６０匁＝198.000円
.I』bIｫnIrｫ｡L､_｡｡凸ｸﾄﾜ-nfqFn

約２０万円

江戸後期（天保１３年。１８４２年）

金１ 両 ＝ 銀 ６ ０ 匁 ＝ 銭 ５ ０ ００文

金１ 両 ＝ 銀 ６ ０ 匁 ＝ 銭 ６ ８ ００文

法廷比価＝６５００文

～６０００文（相場）

～６９００文（相場）

1両，＝ユ０万円～１５万円

固定駿鍾勘定
後期になるとインフレがすすみ銭相場も銭安となり、１両が６８００文～6900文になった。

せんめ

各藩では銭が流通しやすいように銀１匁の銭額を固定した。これを「固定銭匁勘定」と言う。

九州内各藩の固定銭匁はバラツキが大きく、天領日田は１９文、豊前時枝藩は９０文、狭間地域

は５０文であった。隣接地域では銭額が同じ所もあった。

質入田地の価格試算

天保４年。１８３３年田地壱畝半高壱斗五升銀札五拾文銭五百六拾目

「銀札五拾文」は固定銭匁で銀１匁が銭額５０文のことである。

「銭五百六拾目」は銀５６０匁のことである。銀１匁を銭５０文の割合で５６０匁を受け取っ

ている。

５０文×５６０匁＝28000文

法廷比価で１両＝６５００文とすると

１両１５万円とすると

１反当たり１０畝÷１．５畝＝６．６

28000÷

１５万円×

64,5万円×

６５００

４．３両

6.6＝

現代価格に算定すると

１ 畝 半 ＝ ６ ４ ． ５ 万 円 １反当たり＝４２５．７万円

上記はあくまで試算である。算定基準のとりようで算出価格は変る。

３

1３－

４．３（両）

＝６４．５万円

４２５．７万円）



拾
年
中
一
一
相
渡
申
田
地
之
事

下
田
七
畝
弐
拾
弐
歩
高
五
斗
四
升
弐
合

右
之
代
五
拾
文
銭
司
刺
翻
割
副
園
悶
劇
劉
叫
申
所
実
正
一
一

御
座
候
営
己
未
秋
作
ヨ
リ
己
ノ
夏
作
造
中
年
拾
年
中
一
一

相
渡
申
候
然
上
者
御
年
貢
諸
役
切
銭
等
何
二
而
茂

此
田
地
一
一
掛
申
物
其
元
ヨ
リ
御
務
可
被
成
候
年
季
明

申
侯
ハ
ハ
若
元
之
地
主
ヨ
リ
請
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寛政１１年（1799年）下市村のお連が黒野村の文右衛門に下田７畝２２部を

１５０目で質入れした証文である。しかし、お連は額面の１５０目より９０目多い

２４０目を受け取っている。これは、７畝２２歩以外の質入れ証文に記載しない９０

目に相当する土地を文右衛門に渡しているのである。この裏で渡した土地を｢蓑通」
と言う。

抜き地の所有は文右衛門に移るが裏取引なので名義は変更できず名簿上の名義は

お連である。したがって、抜地にかかる年貢や諸経費はお連の負担になる。お連が払

えない場合は村の責任（村請制）になる。

文右衛門の証文が他に１３通ある。（本文P-7の表）この中には何通かの抜地証文が

あると思われる。

1700年後半になると黒野村も時代の流れの中で土地の集積がすすみ､抜地が増え所

有関係が混乱し年貢の滞納もあったと思われる。

所有関係の混乱は明治維新まで続き、明治の地租改正で実態に沿った所有関係が確

定する。
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